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グ
で
、
具
体
的
な
事
例
と
共
に

業
務
提
携
の
締
結
が
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。

互
い
の
課
題
を
補
完
し
あ
え
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
「
顧
客
の
利

便
性
を
追
求
す
る
と
い
う
方
向

性
で
一
致
し
た
こ
と
が
実
現
の

ポ
イ
ン
ト
」
だ
と
磯
部
理
事
長

は
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年

４
月
よ
り
特
定
整
備
認
証
制
度

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
ト
リ
ガ

ー
に
業
界
を
取
り
巻
く
様
々
な

も
の
が
変
わ
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

ま
ず
は
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
と

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
の
包

括
業
務
提
携
に
至
っ
た
経
緯
を

説
明
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
２
０
１
２
年
３
月
に
発
足

し
磯
部
理
事
長
が
初
代
会
長
を

務
め
た
「
オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
」
で

す
。
創
設
以
来
、
〝
新
し
い
ア

フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創
造
〟

を
テ
ー
マ
に
定
期
的
な
情
報
交

換
を
行
な
っ
て
い
る
中
で
、
お

ー
ザ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

質
を
高
め
る
〟
こ
と
に
繋
が

り
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
組
合
員
工

場
に
と
っ
て
は
〝
集
客
の
新
た

な
チ
ャ
ネ
ル
と
な
り
得
ま
す


ま
た
、
今
回
の
提
携
は
エ
ク
ス

ク
ル
ー
シ
ブ
な
も
の
で
は
な
く

各
地
域
に
あ
っ
た
最
適
な
連
携

を
模
索
す
る
こ
と
で
、
よ
り
ユ

ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
ひ
い

て
は
自
動
車
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

で
あ
る
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
の
次
世

代
自
動
車
に
対
応
し
た
修
理
技

術
や
設
備
」
が
鍵
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
リ
ソ
ー
ス
を
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
、
オ
ー
ト
バ

ッ
ク
ス
店
舗
に
と
っ
て
は
〝
ユ

今
回
の
包
括
業
務
提
携
は

「
全
国
約
６
０
０
店
舗
の
Ｆ
Ｃ

チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
オ
ー
ト
バ
ッ

ク
ス
の
認
知
度
と
車
検
64
万
台

を
誇
る
集
客
力
」
と
「
車
体
整

備
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
組
織

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
一

部
店
舗
で
し
か
行
っ
て
い
な
い

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
す
で

に
実
績
の
あ
る
地
域
の
事
業
者

と
組
む
こ
と
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

お
客
様
の
利
便
性
を
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
、
今
回
の
提
携
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

が
、
認
証
を
取
得
し
た
か
ら
と

い
っ
て
全
て
の
車
種
の
す
べ
て

の
エ
ー
ミ
ン
グ
を
行
う
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
各
地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー
の

利
便
性
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
車
体
整
備
や
ロ
ー
ド

り
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
組
合
員
工

場
に
も
声
が
掛
か
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
提
携
に
よ
り
各
本
部

が
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
全

国
各
地
で
の
整
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
加
速
度
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
の

小
林
社
長
は


｢

指
定
工
場
店
舗

４
２
３
店
舗
す
べ
て
に
お
い
て

２
０
２
１
年
９
月
を
目
処
に
特

定
整
備
認
証
の
取
得
を
目
指
す

て
い
き
た
い
」
と
地
域
に
根
ざ

す
整
備
事
業
者
と
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
を
組
ん
で
取
り
組
む
方
針
を

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
な
か
、
福
岡
・

東
北
・
東
京
な
ど
で
は
具
体
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け

た
話
し
合
い
が
始
ま
っ
て
お

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン

は
、
２
０
１
９
年
５
月
に
発
表

し
た
〝
５
ヵ
年
ロ
ー
リ
ン
グ
プ

ラ
ン
２
０
１
９
〟
で
、
次
世
代

技
術
に
対
す
る
整
備
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
掲
げ
て
お
り
、

「
新
し
い
ク
ル
マ
の
整
備
を
担

う
イ
ン
フ
ラ
を
一
緒
に
構
築
し

ＢＳサミット事業協同組合

株式会社オートバックスセブン

と思いますが、その際に真っ

先にＢＳサミットの名前が挙

がるよう、今後も〝挑戦を続

ける実践集団〟として取り組

んでまいります。

のです。

ＢＳサミットはこれらの現

実にいち早く向き合い対策を

講じてきました。今回、オー

トバックスセブンのパートナ

ーとして選出さ

れたのはその成

果だと感じてお

ります。今後

は、オートバッ

クスセブンだけ

でなく、損害保

険会社もディー

ラーも〝新たな

基準〟で整備工

場を選出するよ

うになってくる

み保険事故一件あたりの修理

費は年々増加傾向にあると言

います。そこに、今年４月の

特定整備認証制度スタート、

来年11月には新点検基準の施

行、2024年にはＯＢＤ車検

と、自動運転時代に向けた法

整備が進みます。つまり、修

理するクルマは減り続ける

が、高度化する修理への対応

と法令を遵守するためには新

たな設備投資が必要不可欠な

背景にあるのはやはり「次

世代自動車時代の到来」で

す。その影響で今後、車体整

備業界は生き残りを懸けた競

争が激化することは火を見る

より明らかです。なぜなら、

先進安全自動車（ＡＳＶ）の

普及により交通事故は減少傾

向にあり（グラフ１：交通事

故発生件数）、一方で損害保

険料率算出機構の発表による

と、事故車修理の高度化が進
交通統計 平成30年版
(公益財団法人交通事故総合分析センター)

オートバックスセブンの描く「整備ネット
ワーク」のイメージ

包
括
業
務
提
携
契
約
を
締
結
し
握
手
を
交
わ
す
小
林
社
長(

左)

と
磯
部
理
事
長
（
右
）

オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

連
絡
協
議
会
か
ら
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提
携

目
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ユ
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築
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２
０
２
０
年
８
月
20
日
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合

は
、
カ
ー
用
品
店
最
大
手
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
「
オ
ー
ト
バ
ッ

ク
ス
」
や
「
ス
ー
パ
ー
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
」
等
を
運
営
、
ま

た
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社
オ
ー
ト
バ

ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
と
、
次
世
代
技
術
に
対
応
す
る
整
備
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
業
務
提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

号
で
は
包
括
業
務
提
携
の
詳
細
及
び
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
ご
説
明
致
し
ま
す
。

次世代自動車時代の到来により進む

業界再編
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藤
野
副
理
事
長
は
「
先
頃
発
表

し
た
、
我
々
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
と
オ

ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ
ん
の
提
携
は
、

こ
の
協
議
会
が
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
こ
の
場
を
通
じ
て

様
々
な
連
携
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

が
で
き
る
と
確
信
を
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
各
団
体
の
皆
様
か

ら
の
積
極
的
な
情
報
発
信
と
共
有

を
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
、
同
協
議
会
発
の
さ
ら
な
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
に
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

８
月
26
日
（
水
）
、
オ
ー
ト
バ

ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
２
階
会
議
室
（
東

京
都
江
東
区
豊
洲
５-

６-

52
Ｎ
Ｂ

Ｆ
豊
洲
キ
ャ
ナ
ル
フ
ロ
ン
ト
）
に

て
「
オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
」
の
２
０
２
０
年

度
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

同
協
議
会
は
、
自
動
車
ア
フ
タ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
わ
る
幅
広
い

事
業
者
の
情
報
交
流
の
場
を
創
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡

大
や
発
展
に
向
け
た
議
論
を
行

い
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
便
益
拡

大
に
寄
与
す
る
活
動
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

２
０
１
２
年
に
発
足
。
現
在
は
Ｂ

Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合
、
全

日
本
ロ
ー
タ
ス
同
友
会
、
株
式
会

社
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
を
始

め
、
自
動
車
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
各
業
界
団
体
な
ど
17
社
が
会

員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

な
お
、
５
月
に
行
わ
れ
た
同
協
議

会
の
総
会
で
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
の
藤

野
副
理
事
長
が
代
表
理
事
に
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
次
世
代
技
術
に

対
応
す
る
整
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
一
環
と
し
て
、
オ
ー
ト
バ
ッ

ク
ス
セ
ブ
ン
と
の
包
括
業
務
提
携

（
提
携
の
詳
細
は
１
面
参
照
）
に

も
言
及
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
自
動
車
用
品
小

売
業
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
会
長

と
し
て
出
席
し
て
い
た
、
オ
ー
ト

バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
の
小
林
喜
夫
巳

社
長
も
「
今
ま
で
の
枠
の
中
で
や

っ
て
い
る
と
、
お
客
様
の
不
便
が

増
え
て
い
き
ま
す
。
連
絡
協
議
会

会
員
の
皆
様
と
お
客
様
の
利
便
性

を
考
え
な
が
ら
、
お
客
様
の
車
の

利
用
拡
大
を
考
え
て
い
く
事
が
大

切
で
す
。
そ
の
一
つ
の
表
れ
と
し

て
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
様
と
地
域
で

連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し

た
」
と
述
べ
、
提
携
の
重
要
性
が

改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
同
協
議
会
が
今

年
度
推
進
す
る
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
紹
介
と
株
式
会
社
イ
ー
ド

・
レ
ス
ポ
ン
ス
編
集
人
の
三
浦
和

也
氏
よ
り
、
今
後
の
ク
ル
マ
の
運

用
に
お
い
て
様
々
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ー
」

に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
新
規
会
員
２
団
体
の
紹
介
お

よ
び
現
状
の
取
り
組
み
発
表
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
各
会
員
か
ら
最
新

状
況
と
動
向
の
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

藤
野
副
理
事
長
は
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ

ッ
ト
の
報
告
で
、
８
月
１
日
よ
り

稼
働
と
な
っ
た
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
エ

ビ
デ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
触

れ
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
業
界
内
へ

広
く
浸
透
す
る
よ
う
に
、
制
限
無

く
使
用
頂
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
企

業
・
団
体
様
は
ご
連
絡
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
同
シ
ス
テ
ム
を

オートアフターマーケット連絡協議会

ＢＳとオートバックス
提携のきっかけは連絡協議会

アフターマーケット業界活性化へ
コロナ禍の先を見据えた展開の重要性

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含
め
、
３
密

回
避
で
行
わ
れ
た
会
議
の
様
子

重要度増す連携と業界動向のキャッチアップ 提携の意義を話すオート
バックスセブンの小林社長

代表理事として挨拶する
藤野副理事長

造の変化や、環境や安全面から

さらに進む自動車の進化など、

法定需要に守られた自動車整備

も、特定整備の認証から特定Ｏ

ＢＤを活用した車検制度へと変

わって行かざるを得ない背景の

中で、今後の自動車整備事業者

としてのあるべき姿が浮き彫り

となります。

当理事 田中 俊明氏（株式会

社カーポートタナカ・代表取締

役）がそれぞれパネラーとして

登壇され、これからの自動車整

備業界を勝ち残っていくため

に、どのような準備を進めるべ

きかについて議論が行われま

す。

少子高齢化などによる社会構

を及ぼしています。従来のよう

な拡大が見込みにくい市場背景

の中で、自動車特定整備認証な

どの制度変更もはじまり、自動

車アフターマーケット事業者に

とっては先行きが見えないビジ

ネス環境になっていると言わざ

るを得ません。

そのような中で、自動車特定

整備・エーミングを主軸とし、

地域に根ざした幅広い自動車ア

フターマーケット関連事業者を

対象にした情報提供の場とし

て、特定整備にどう対応すべき

かを理解できるイベントが、10

月に仙台と福岡でそれぞれ開催

されます。

「オートアフターマーケット

仙台2020」は10月２・３日、

「オートアフターマーケット九

州2020」は10月10・11日のそれ

ぞれ２日間で開催され、各種展

示ブースと特定整備を多面的な

角度から解説するセミナーやエ

ーミング作業の実演など、直接

触れて見て特定整備を理解でき

る各種プログラムが予定されて

います。

両会場でそれぞれ最終日に開

催される「これからの自動車整

備業界を考える」をテーマにと

したパネルディスカッション

に、ＢＳサミットから、東北ブ

ロック宮城山形支部の奥田 孝

之氏（奥田自動車有限会社・代

表取締役）と、九州ブロック担

今年４月から、自動車整備の

新たな制度「特定整備」が施行

され、衝突被害軽減ブレーキ

（自動ブレーキ）などに使用さ

れるカメラやレーダーなどの監

視装置のエーミング作業に関す

る新たなルールが既にスタート

しています。対象車両ではガラ

スやバンパーの脱着なども対象

作業に含まれ、各種作業で脱着

を伴う場合は事業者にて適切な

対応が求められています。この

制度がスタートしたものの、ま

だ事例も少なくコロナ禍の影響

も相まり、機材や知識など制度

に対応する上での「適切な情

報」が十分でないのも現状の課

題としてあげられます。

自動ブレーキやＡＣＣ搭載車

両が増えるなど自動車の進化は

著しく、保有マーケットを対象

にした自動車整備事業にも影響

特
定
整
備
対
応
、
エ
ー
ミ
ン
グ
、
ガ
ラ
ス
な
ど

「
自
動
車
整
備
の
再
定
義
」
が
は
じ
ま
る

仙台会場に登壇する
奥田孝之氏（奥田自
動車有限会社）

九州会場に登壇する
田中俊明氏（株式会
社カーポートタナカ)

オートアフターマーケット仙台／九州 10月開催

開
催
概
要

名称：「オートアフターマーケット仙台2020」
日時：10月２日（金）・３日（土）10：00～17：00
（最終日16：00まで）
会場：アズテックミュージアム仙台産業展示館

宮城県仙台市太白区中田町杉の下18

名称：「オートアフターマーケット九州2020」
日時：10月10日（土）・11日（日）10：00～17：00
（最終日16：00まで）
会場：地場産くるめ（公益財団法人久留米地域地場
産業振興センター）

福岡県久留米市東合川5-8-5

２０２０年(令和２年)９月３０日 （2）第44号
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車メーカーを横断して全車種のマニ

ュアルを入手するのは、費用面であ

まりにも現実的ではありません。そ

のため、全国に約９万の加盟自動車

整備工場を持つ日整連が、各自動車

メーカーとの間に立ち「情報の収

集」及び「加盟工場に向けた公開」

を行なっています。

ファイネスは、一般社団法人 日

本自動車整備振興会連合会（日整

連）が提供するインターネットを活

用した整備情報公開システムです。

整備マニュアル情報をはじめ、故障

整備事例、新型車・新機構の紹介、

回路図、点検基準値、標準作業点数

など、自動車整備・修理に不可欠な

さまざまな情報が掲載されていま

す。

閲覧には会員登録が必要であり、

整備振興会に所属する事業者であれ

ば会員価格での利用が可能で、整備

振興会に所属していない事業者でも

日整連が定める自動車関連の団体に

所属しているなど、条件をクリアす

れば会員外料金でファイネスを利用

可能です。

整備マニュアルなどの情報は、フ

ァイネスを通じなくても入手は可能

ではあるものの、一整備工場が自動

れ
ば
、
見
た
目
は
元
通
り
だ
と

し
て
も
、
そ
の
車
が
本
来
持
つ

機
能
ま
で
は
修
復
で
き
て
い
な

い
可
能
性
が
高
く
、
不
幸
な
事

故
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
、
我
々
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ

ト
メ
ン
バ
ー
は
診
断
能
力
を
高

め
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
修
理
・
整
備
を
ご
依
頼

く
だ
さ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
〝
診
断
業
務
〟
に
つ
い
て

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

多
種
多
様
の
カ
メ
ラ
や
セ
ン

サ
ー
を
備
え
た
車
の
修
理
を
行

う
た
め
に
は
、
先
に

あ
げ
た
〝
フ
ァ
イ
ネ

ス
診
断
〟
、
〝
ス
キ

ャ
ン
ツ
ー
ル
を
使
っ

た
診
断
〟
だ
け
で
な

く
、
「
車
体
の
計

測
」
、
「
エ
ー
ミ
ン

グ
」
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
は
無
か
っ
た
診

断
業
務
が
多
く
存
在

致
し
ま
す
。
診
断
の

結
果
に
基
づ
き
適
切

な
修
理
を
行
わ
な
け

動
車
技
術
の
理
解
〟
を
目
的
と

し
た
研
修
を
行
い
ま
す
。
そ
の

中
で
重
要
な
課
題
の
一
つ
が
フ

ァ
イ
ネ
ス
の
活
用
で
あ
り
、
重

点
的
に
研
修
を
行
う
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

よ
う
な
エ
ー
ミ
ン
グ
が
必
要
か

を
説
明
し
理
解
を
得
る
〟
と
い

う
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
新
た
な

業
務
を
持
ち
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
今
期
、

〝
フ
ロ
ン
ト
マ
ン
の
次
世
代
自

な
い
の
か
ど
う
か
？
」
「
付
帯

作
業
（
エ
ー
ミ
ン
グ
等
）
が
発

生
し
た
場
合
の
そ
の
作
業
手

順
」
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
得

る
た
め
に
活
用
が
必
要
で
す
。

特
定
整
備
時
代
の
フ
ロ
ン
ト
マ

ン
は
、
〝
お
客
様
の
車
の
持
つ

安
全
機
能
と
修
理
過
程
で
ど
の

ま
た
、
フ
ァ
イ
ネ
ス
は
現
場

の
作
業
者
だ
け
が
活
用
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

お
客
様
の
応
対
を
す
る
フ
ロ
ン

ト
マ
ン
も
ま
た
、
「
部
品
（
バ

ン
パ
ー
や
Ｆ
ガ
ラ
ス
等
）
を
交

換
・
脱
着
し
た
際
に
付
帯
作
業

（
エ
ー
ミ
ン
グ
等
）
は
発
生
し

告
灯
が
点
灯
し
て
い
る
場
合
は

ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た

整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
従
来
の
〝
経
験
〟
や

〝
勘
〟
が
重
視
さ
れ
て
き
た
整

備
か
ら
、
電
子
ツ
ー
ル
を
使
用

し
た
情
報
検
索
力
が
問
わ
れ
る

整
備
へ
と
シ
フ
ト
す
る
過
渡
期

な
の
で
す
。
稀
に
「
各
メ
ー
カ

ー
は
情
報
の
出
し
方
を
統
一
す

べ
き
だ
」
と
か
「
日
整
連
は
も

っ
と
情
報
を
見
や
す
く
整
理
す

べ
き
だ
」
な
ど
と
い
う
意
見
を

耳
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
ん
な
〝
べ
き
論
〟
を
か

ざ
し
て
も
現
実
的
で
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
課
題
を
早
急
に
克
服

す
る
た
め
に
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

フ
ァ
イ
ネ
ス
が
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
各
社
の
整
備
マ
ニ
ュ
ア

ル
情
報
を
一
括
し
て
管
理
し
て

く
れ
る
非
常
に
便
利
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
一
方
で
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
の
情
報
を

横
断
し
て
閲
覧
し
な
く
て
は
い

け
な
い
我
々
独
立
系
整
備
工
場

に
と
っ
て
は
、
メ
ー
カ
ー
ご
と

に
修
理
書
の
見
方
が
異
な
り
使

い
こ
な
せ
な
け
れ
ば
欲
し
い
情

報
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
時
間

が
掛
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
特
定
整
備
の
対
象
車

両
が
増
え
て
い
き
、
来
年
10
月

に
は
「
新
点
検
基
準
」
が
施
行

さ
れ
、
定
期
点
検
の
項
目
に
Ｏ

Ｂ
Ｄ
の
診
断
結
果
が
追
加
、
警

は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
フ
ァ
イ

ネ
ス
の
活
用
は
次
世
代
車
整
備

に
不
可
欠
で
あ
り
、
国
土
交
通

省
か
ら
も
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
情
報
は
フ
ァ
イ
ネ
ス
を
通

し
て
提
供
す
る
と
の
指
針
も
発

表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
Ｂ

Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
と
し
て
は
早
急
に

対
応
す
べ
き
事
案
と
し
て
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
し
て
お

り
ま
す
。

関
す
る
検
索
〟
な
ど
を
目
的
に

す
で
に
多
く
の
組
合
員
工
場
が

フ
ァ
イ
ネ
ス
を
活
用
し
て
お

り
、
検
索
時
間
の
短
縮
を
目
的

と
す
る
研
修
の
早
期
実
現
を
望

む
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
フ
ァ
イ

ネ
ス
に
も
改
善
す
べ
き
問
題
点

以
前
は
〝
経
験
〟
や
〝
勘
〟

を
駆
使
す
る
こ
と
で
修
理
が
可

能
だ
っ
た
自
動
車
で
す
が
、
次

世
代
自
動
車
が
普
及
し
電
子
制

御
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
発
行
す
る

整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
情
報
が
、
修

理
・
整
備
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
ツ
ー
ル
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
注
目
度
が
増
し
て

い
る
の
が
、
一
般
社
団
法
人
日

本
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
・
日
整
連
）
が

提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
整
備
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
「
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
フ
ァ

イ
ネ
ス
）
」
で
す
。

今
年
４
月
に
次
世
代
自
動
車

研
究
委
員
会
が
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト

組
合
員
工
場
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

〝
新
車
情
報
の
検
索
〟
、
〝
エ

ー
ミ
ン
グ
調
整
・
Ｄ
Ｔ
Ｃ
（
ダ

イ
ア
グ
ト
ラ
ブ
ル
コ
ー
ド
）
に

このコーナーでは、車に関する基礎知識を分かりやすく解説します。

プロの方も「いまさらこんなこと質問できない」って場面もよくあるは

ず。このコーナーでこっそり知識を身につけましょう！

整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
置
が
必
須

最
近
の
自
動
車
は
電
子
制
御
化
が
進
む

次
世
代
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の
修
理
に
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要

車
体
整
備
に
お
け
る

車
体
整
備
に
お
け
る

車
体
整
備
に
お
け
る

｢

診
断
業
務｣

の
重
要
性

｢

診
断
業
務｣

の
重
要
性

｢

診
断
業
務｣

の
重
要
性

（3） 第44号 ２０２０年(令和２年)９月３０日
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お
客
様
の
お
車
が
損
壊
し
た
場

合
に
も
保
険
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

磯
部
理
事
長
は
取
材
に
対
し

て
「
こ
こ
数
年
、
全
国
各
地
で

大
規
模
な
自
然
災
害
が
起
こ
っ

て
お
り
、
国
内
で
は
今
後
ど
の

地
域
に
同
じ
よ
う
な
被
害
が
出

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
消
費

者
に
と
っ
て
は
何
か
あ
っ
た
時

の
保
障
が
な
い
整
備
工
場
に
安

心
し
て
車
を
預
け
よ
う
と
い
う

気
持
ち
に
は
な
ら
な
い
は
ず

だ
。
他
社
で
は
手
掛
け
て
い
な

い
取
り
組
み
を
実
施
す
る
の
が

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
の
存
在
意
義

だ
」
と
話
し
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
厳
し

い
設
備
基
準
を
設
け
新
時
代
の

車
体
整
備
事
業
者
に
相
応
し
い

工
場
運
営
を
求
め
て
い
る
が
、

今
回
の
試
み
も
そ
の
一
環
で
、

本
部
と
し
て
は
費
用
を
負
担
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、
全
社
が
納
得
を
し
、

加
入
が
実
現
し
た
こ
と
こ
そ
Ｂ

Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
の
真
価
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
も
安
心
し
て

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
組
合
員
工
場
へ

お
車
を
お
預
け
く
だ
さ
い
。

Ｌ
（
生
産
物
賠
償
責
任
）
保

険
」
「
管
理
者
賠
償
責
任
保

険
」
へ
の
加
入
を
促
し
ま
し

た
。
受
託
自
動
車
保
険
は
、
整

備
工
場
に
お
い
て
お
客
様
か
ら

整
備
・
修
理
・
点
検
等
の
た
め

に
受
託
し
た
自
動
車
に
つ
い

て
、
受
託
し
て
い
る
間
の
使
用

・
管
理
中
の
事
故
に
よ
る
損
害

ま
た
は
傷
害
（
対
人
・
対
物
事

故
、
搭
乗
者
の
ケ
ガ
等
）
に
対

す
る
保
険
。
Ｐ
Ｌ
（
生
産
物
賠

償
責
任
）
保
険
は
、
受
託
車
に

対
す
る
整
備
、
修
理
、
点
検
等

に
欠
陥
が
あ
り
、
納
車
後
に
他

人
（
お
客
様
も
含
む
）
が
身
体

障
害
や
財
物
損
害
を
被
っ
た
場

合
、
ま
た
は
整
備
を
終
え
た
受

託
車
自
体
を
損
壊
さ
せ
た
場
合

の
保
険
。
管
理
者
賠
償
責
任
保

険
は
、
駐
車
場
管
理
者
、
自
動

車
整
備
工
場
な
ど
、
自
動
車
を

預
か
る
こ
と
を
業
と
し
て
い
る

者
が
、
自
動
車
を
キ
ズ
つ
け
た

り
、
盗
難
に
あ
っ
た
り
し
て
返

せ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
自

動
車
の
持
ち
主
に
対
し
て
負
う

賠
償
責
任
を
カ
バ
ー
す
る
保

険
。
こ
の
保
険
に
「
火
災
保
険

水
災
保
険
特
約
」
を
追
加
す
る

こ
と
で
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て

激
し
い
風
雨
が
猛
威
を
振
る

い
、
全
国
で
２
人
が
死
亡
、
４

人
が
安
否
不
明
と
な
っ
た
ほ

か
、
九
州
を
中
心
に
１
０
０
人

超
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
「
令
和

２
年
台
風
10
号
」
は
記
憶
に
新

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
７
月
３
日
以
降
に
熊
本
県

を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な

ど
日
本
各
地
で
発
生
し
た
集
中

豪
雨
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨｣



２
０
１
９
年
10
月
、
関
東
地
方

や
甲
信
地
方
、
東
北
地
方
で
記

録
的
な
大
雨
と
な
り
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和
元

年
東
日
本
台
風
」
、
２
０
１
９

年
９
月
に
発
生
し
た
関
東
上
陸

時
の
勢
力
で
は
過
去
最
強
ク
ラ

ス
の
台
風
「
令
和
元
年
房
総
半

島
台
風
」
な
ど
、
こ
こ
数
年
、

全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災

害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｂ

Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合
で

は
、
自
然
災
害
や
事
故
な
ど
で

万
一
の
際
に
整
備
受
託
車
両
や

自
社
の
設
備
が
被
害
を
受
け
た

際
の
備
え
を
万
全
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
全
組
合
員
に
対
し

て
「
受
託
自
動
車
保
険
」
「
Ｐ

メ
ー
カ
ー
が
変
わ
り
、
地
域

部
品
商
が
変
わ
っ
た
先
に
、

我
々
整
備
工
場
に
ど
ん
な
影

響
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
良

い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

い
う
目
先
の
損
得
勘

定
で
す
ら
な
い
、
抗

え
な
い
事
実
な
の
で

す
。
来
た
る
べ
き
未

来
が
見
え
て
い
る
中
で
、
デ

ィ
ー
ラ
ー
が
変
わ
り
、
部
品

的
な
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が

発
生
し
、
致
死
的
な
熱
波
が

年
間
１
０
０
日
以
上
続
く
こ

と
で
１
０
０
億
人
が
土
地
を

追
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

何
が
言
い
た
い
か
と
い
う

と
、
人
類
滅
亡
の
危
機
を
回

避
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
先

10
年
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
ゼ
ロ

の
工
業
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
安
全
な
気
候
の
修
復
に

世
界
規
模
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
背
景
の

元
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
21
年
か
ら

「
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
規
制
」
と
呼
ば

れ
る
自
動
車
向
け
の
排
ガ
ス

規
制
が
本
格
施
行
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
Ｅ

Ｖ
や
Ｈ
Ｖ
へ
の
移
行
は
今
後

益
々
加
速
す
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
し
、
そ
れ
は
〝
売
れ

る
〟
と
か
〝
売
れ
な
い
〟
と

〝
２
０
５
０
年
ま
で
に
地
球

の
平
均
気
温
が
３
℃
上
昇
し

文
明
が
崩
壊
す
る
〟
と
い
う

恐
ろ
し
い
シ
ナ
リ
オ
が
指
摘

さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
「
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
35
％
の

陸
地
、
55
％
の
人
口
が
、
人

類
が
生
存
不
可
能
な
ほ
ど
の

灼
熱
に
年
間
20
日
以
上
晒
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
上
、
サ
ン

ゴ
礁
、
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨

林
、
北
極
大
陸
と
い
っ
た
生

態
系
が
崩
壊
。
そ
れ
に
よ

り
、
北
米
で
は
山
火
事
、
熱

波
、
干
ば
つ
に
苦
し
む
よ
う

に
な
る
。
ア
ジ
ア
で
は
巨
大

河
川
の
水
量
が
激
減
し
、
２

億
人
が
影
響
を
受
け
、
メ
キ

シ
コ
や
中
米
で
は
降
雨
量
が

半
減
し
、
農
業
が
不
可
能
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
半
恒
常

も
ま
た
、
特
定
整
備
に
係
る

前
方
の
エ
ー
ミ
ン
グ
だ
け
で

な
く
、
後
方
や
全
方
位
な
ど

あ
ら
ゆ
る
エ
ー
ミ
ン
グ
に
対

応
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現

実
で
あ
り
、
自
社
で
で
き
る

こ
と
を
正
確
に
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

発
注
す
る
側
も
受
託
す
る

側
も
自
社
で
「
す
る
こ
と
」

と
他
社
に
「
任
せ
る
こ
と
」

を
明
確
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
発
注
す
る
側
は
、
外
注

先
の
対
応
車
両
を
理
解
し
て

い
な
け
れ
ば
適
切
な
作
業
外

注
が
難
し
く
な
り
ま
す
し
、

自
社
で
出
来
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
は
、
新
た
な

外
注
先
の
獲
得
に
直
結
す
る

重
要
な
役
割
を
果
た
す
で
し

ょ
う
。

ラ
ス
の
脱
着
が
整
備
作
業
に

な
り
、
元
請
け
と
し
て
整
備

責
任
が
発
生
す
る
の
で
す
か

ら
外
注
先
の
作
業
品
質
を
確

認
し
て
、
体
制
を
見
直
す
の

は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
観

点
か
ら
も
当
た
り
前
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
パ
タ
ー
ン

３
の
特
定
整
備
認
証
（
従
来

の
分
解
整
備
＋
電
子
制
御
装

置
整
備
）
を
取
得
し
た
（
す

る
）
整
備
事
業
者
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
エ
ー
ミ
ン
グ
は

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
定
め
た

作
業
内
容
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
す
べ
て
の
車

両
の
エ
ー
ミ
ン
グ
に
対
応
す

る
と
い
う
の
は
現
実
的
で
は

な
く
、
自
社
で
行
わ
な
い
作

業
に
つ
い
て
は
外
注
先
を
探

す
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
受
注
す
る
側
と

な
り
得
る
車
体
整
備
事
業
者

う
。
今
回
の
オ
ー
ト
バ
ッ
ク

ス
セ
ブ
ン
と
の
包
括
業
務
提

携
が
良
い
例
で
す
ね
。

自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
立

場
に
な
っ

て
考
え
て

み
て
く
だ

さ
い
。
車

体
整
備
も

ガ
ラ
ス
交

換
も
外
注

に
頼
っ
て

き
た
デ
ィ

ー
ラ
ー
で

あ
れ
ば
、

セ
ン
サ
ー

や
カ
メ
ラ

な
ど
が
搭

載
さ
れ
た

車
両
の
バ

ン
パ
・
グ

リ
ル
と
フ

ロ
ン
ト
ガ

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
と

特
定
整
備
認
証
は
「
外
注
先

の
見
直
し
」
を
引
き
起
こ
す

き
っ
か
け
と
な
る
で
し
ょ

九州北部豪雨の爪痕
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サービスキャンペーンとは？サービスキャンペーンとは？サービスキャンペーンとは？

サービスキャンペーンとは、リコ

ールや改善対策に該当しないような

不具合で、商品性・品質の改善措置

を行うことを指します。そのままに

しておくと車体に不具合など出る恐

れもありますので、強制的なもので

はありませんが必ず受けるようにし

ましょう。

ることもできます。また、メー

カーから国交省へリコールの届

出があった場合は、国交省がプ

レスリリースを行うとともに、

Twitterでも情報発信を行って

います。その他、ユーザーから

寄せられた故障やトラブル等の

不具合情報を元にリコール等を

実施する場合がありますので、

もしも公開されているリコール

情報とは別の不具合情報がある

場合は、国交省ホームページに

記載の「自動車の不具合情報ホ

ットライン」から、不具合情報

を届け出るようにしましょう。

なお、リコール等の通知書は一度

しか届きませんので、中古車などを

購入された場合は、その車がリコー

ルの対象になっていないかどうかを

確認することが大切です。リコール

には有効期限がありませんので、対

象であった場合は早めに処置を受け

るようにしましょう。

……………………………………

以上、リコール・改善対策・サー

ビスキャンペーンの違いはお分かり

いただけましたか？リコールは受け

ないと重大な事故やトラブルへと繋

がります。無償で受けれる制度なの

で必ず受けるようにしましょう。な

お、近くの整備工場でもリコールの

対象車についての確認ができますの

で、ご不明な方はぜひお問い合わせ

ください。

今後も本コーナーでは自動車に関

する「豆知識」を紹介いたしますの

で、次号もお楽しみに！

自分の車が対象車かどうか

確認するには？

自分の車が対象車かどうか

確認するには？

自分の車が対象車かどうか

確認するには？
リコールなどの対象車には、国土

交通省やディーラーから所有者の元

へと通知書が届きます。その他、国

交省の「不具合情報検索」や各メー

カーのホームページでも車名や型式

車体番号などを入力することにより

自分の車が対象車かどうかを確認す

及び環境の保全上看過できない状態

となりますので、放置すると危険で

す。

リコール・改善対策の場合は、安

全確保の観点などから修理を必ず受

けるようにしましょう。なお、道路

運送車両法では、自動車ユーザーに

もご自分の自動車が保安基準に適合

するよう点検・整備する義務があり

ます。この点からも、修理を受ける

必要があります。

改善対策とは？改善対策とは？改善対策とは？

改善対策とは、自動車等が道路運

送車両の保安基準に不適合状態では

ありませんが、安全上又は公害防止

上放置できなくなるおそれがある、

またはできないと判断される場合

で、原因が設計または製作の過程に

ある場合において修理する制度で、

不具合が発生した場合に安全の確保

コール届出の過程において、以下の

ような役割を担っています。

○不具合情報の収集・分析

○メーカーのリコールへの取組状況

の調査

○取組状況が不適切であれば指導又

は監査等

○届出内容が不適切であれば改善指

示

○メーカーが自主的にリコールを行

わず、事故が頻発している場合に

勧告・命令

なお、リコール制度には「法令に

基づくリコール」と「製造者・販売

者による自主的なリコール」とに大

別されており、「リコール」の他に

「改善対策」や「サービスキャンペ

ーン」などの案内もあります。

リコール制度とは？リコール制度とは？リコール制度とは？

そもそもリコール制度とは、設計

・製造過程に問題があったために、

自動車メーカーが自らの判断によ

り、国土交通大臣に事前届出を行っ

た上で回収・修理を行い、事故・ト

ラブルを未然に防止する制度です。

事故やトラブルを未然に防止し、自

動車に乗る私たちを保護することを

目的とするもので、自動車が道路運

送車両の保安基準（自動車に安全に

乗るための法律）に適合しなくなる

おそれがある状態、又は適合してい

ない状態で、原因が設計又は製作の

過程にある場合に、その旨を国土交

通省に届け出て自動車等を無料で修

理する制度です。国土交通省は、リ

このコーナーでは、車に関する基礎知識を分かりやすく解説しま

す。プロの方も「いまさらこんなこと質問できない」って場面もよく

あるはず。このコーナーでこっそり知識を身につけましょう！

よくニュースや新聞などで見か

ける「リコール」。車に乗られて

いる方なら、一度は耳にしたり、

案内ハガキを受け取ったという経

験があるのではないでしょうか？

生活用製品や健康食品・医薬品

などリコールの対象は多岐にわた

りますが、今回は、道路運送車両

法に基づく「自動車のリコール制

度」についての理解を深め、その

知識を広げましょう。

本田技研がタカタ製エアバッグの
不具合調査を全世界で行った
本田技研がタカタ製エアバッグの
不具合調査を全世界で行った

定
期
的
に
不
具
合
情
報
を
調
べ
る
こ
と
も
大
事

国交省の「不具合情報ホットライン」

（5） 第44号 ２０２０年(令和２年)９月３０日



２０２０年(令和２年)９月３０日 （6）第44号
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「ストップ粗悪修理」は、次世代自動車研究委員会や広報委員会を中心に収集している他社工場での粗悪修理情報

を、ＢＳサミットニュースやカーケアプラスなどのメディアを通じて公開しております。

不具合車両の撲滅とユーザーへ安心と安全を提供すべく、本来あってはならない修理不具合・不正修理の現状・実

態を明らかにし、適切な修理を行うことの重要性を呼びかけております。今後とも主旨をご理解いただき「修理不具

合情報」のご提供をよろしくお願いいたします。

「ストップ粗悪修理」は、次世代自動車研究委員会や広報委員会を中心に収集している他社工場での粗悪修理情報

を、ＢＳサミットニュースやカーケアプラスなどのメディアを通じて公開しております。

不具合車両の撲滅とユーザーへ安心と安全を提供すべく、本来あってはならない修理不具合・不正修理の現状・実

態を明らかにし、適切な修理を行うことの重要性を呼びかけております。今後とも主旨をご理解いただき「修理不具

合情報」のご提供をよろしくお願いいたします。

写真の様にフロントフェンダーは取付け穴を

広げて取り付けられている。フェンダー取付け

部であるフードレッジパネルの車体寸法が正規

寸法となってないのが原因だと思われる。この

ように完全修復されてないケースは、事故歴の

ある車の典型的な事例である。写真を見る限り

至る所に錆がでており修理品質は最悪である。

車体修理作業時の防錆作業も不十分であり。車

体整備業者の良心を疑う内容である。

車体後部中心の小損傷事故で入庫した車両

のリアバンパーを外すと、写真矢印部の通り

過去の修理作業が不適当で溶接不良、シール

不良となっていた。お客様は中古車で購入し

たようで、トランク内に雨水が溜まっている

ことには気づいていたようだが、事故車であ

ることは購入時に説明が無かったとの事であ

る。今回の事故が無ければ、不正修理につい

てお客様は知り得なかった。過去、修理作業

した修理業者はリアバンパーで隠れてしまう

ことを利用して、いい加減な修理をしたもの

と推定される。

こ
の
様
な
不
具
合
車
両
を

な
く
す
た
め
に
、
皆
様
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
様
な
不
具
合
車
両
を

な
く
す
た
め
に
、
皆
様
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

月別リサイクルパーツ別実績 2020年7月～2020年8月(全国)

※
そ
の
他
＝
エ
ン
ジ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
ジ
エ
タ
ー
・
コ
ン
デ

ン
サ
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
等
の
リ
サ
イ
ク

ル
パ
ー
ツ
（
新
品
パ
ー
ツ
は
除
く
）

内 訳

フロントバンパー

リアバンパー

ヘッドライト

ボンネット

フェンダー

ドア

トランクリッド･リアーゲート

テールランプ

その他※

合計

2020年

７月

数 量

423

290

528

179

407

742

197

389

2,982

6,137

８月

数 量

424

269

554

184

423

645

231

358

2,966

6,054

合 計

数 量

847

559

1,082

363

830

1,387

428

747

5,948

12,191

ニュース43号「販売促進委員会の発

表」でお伝えした通り、昨年に引き続

きリサイクルパーツ普及拡大に向けた

キャンペーンを実施しております。こ

の機会にぜひ積極的なリサイクル部品

の活用をお願い致します。

日本では、毎年300万台の車が廃車

となっています。この膨大な廃車を廃

棄物ではなく、再生資源として生かし

ていくことが重要です。自動車に関わ

る仕事をする以上、環境保全への取り

組みは必要不可欠です。ＢＳサミット

事故車修理時のコスト低減は、損害保険会社やユーザーにとっても、

ますますニーズが高まっております。ＢＳサミットでは、環境負荷低減

とともに、こうしたコスト削減に寄与することを目的として、販売促進

委員会を組織し、自動車補修部品のリサイクル促進を進めています。今

後とも積極的なリサイクルパーツの活用をよろしくお願いします。

（7） 第44号 ２０２０年(令和２年)９月３０日
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東日本大震災、新型コロナウイルス

般
顧
客
と
の
接
点
が
多
い
同
社

で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
新
し
い
ツ
ー
ル
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ユ
ー
ザ

ー
の
利
便
性
を
上
げ
る
努
力
を

し
て
お
り
ま
す
。
先
代
の
や
り

方
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
な
く
、

若
い
経
営
者
な
ら
で
は
の
視
点

を
持
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る

姿
勢
に
、
経
営
者
と
し
て
の
大

き
な
覚
悟
を
感
じ
ま
し
た
。

し
て
い
く
砂
利
な
ど
の
影
響

で
、
こ
の
地
域
で
は
飛
び
石
で

の
ガ
ラ
ス
破

損
の
ケ
ー
ス

が
多
く
、
作

業
効
率
を
上

げ
る
た
め
に

重
要
な
作
業

で
あ
る
こ
と

も
内
製
化
を

進
め
た
大
き

な
理
由
で
あ

る
と
教
え
て

く

れ

ま

し

た
。ま

た
、
一

今
回
お
話
を
伺
っ
た
若
槻
英

加
津
社
長
は
、
今
年
１
月
に
現

会
長
で
あ
る
お
父
様
よ
り
代
替

わ
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
着
任

早
々
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
動

で
、
一
時
期
は
大
幅
に
入
庫
が

減
っ
た
そ
う
で
す
が
、
若
槻
社

長
は
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
ガ

ラ
ス
施
工
の
内
製
化
に
踏
み
切

る
大
胆
な
戦
略
を
と
り
ま
し

た
。４

月
に
施
行
さ
れ
た
特
定
整

備
認
証
制
度
へ
の
対
応
と
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
復
興
が

進
み
復
興
支
援
道
路
が
開
通
し

た
こ
と
や
、
工
事
業
者
が
落
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
口
に
さ
れ
ま

す
。

最
新
の
情
報
を
入
手
で
き
る
こ

と
、
そ
し
て
横
の
つ
な
が
り
が

出
来
た
こ
と
で
情
報
を
共
有
で

き
る
点
に
価
値

を
感
じ
て
い
る

と
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ

ッ
ト
入
会
の
意

義
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
福

島
支
部
長
に
就

任
し
た
若
槻
英

加
津
社
長
は

「
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
情

報
を
得
る
こ
と

で
地
域
の
お
客

様
に
よ
り
良
い

セ
ン
タ
ー
設
立
以
前
の
平
成
13

年
か
ら
、
現
在
の
駐
車
場
入
口

付
近
に
中
古
車
セ
ン
タ
ー
を
展

開
し
て
お
り
、
立
ち
退
き
の
条

件
と
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
内
で
の
開
店
を
申
し
出
た

と
こ
ろ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
軽
鈑
金
は
６
号

店
、
中
破
以
上
は
本
店
と
い
っ

た
具
合
に
作
業
内
容
に
あ
わ
せ

た
効
率
的
な
振
り
分
け
が
可
能

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
加
盟
も

６
号
店
が
設
立
さ
れ
た
平
成
13

年
、
株
式
会
社
ホ
シ
バ
ン
の
前

社
長
に
誘
わ
れ
て
の
入
会
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
加
盟
し
た
こ

と
に
よ
り
、
鈑
金
塗
装
業
界
の

営
す
る
若
槻
自
動
車
か
ら
独
立

し
「
ク
ル
マ
の
わ
か
つ
き
」
を

創
立
。
最
初
は
自
宅
敷
地
を
利

用
し
た
自
動
車
の
販
売
を
主
た

る
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
翌

年
に
は
現
在
の
本
店
に
事
業
場

を
移
転
し
、
営
業
内
容
も
自
動

車
販
売
、
修
理
、
鈑
金
塗
装
と

幅
広
く
行
う
よ
う
に
な
り
、
平

成
９
年
に
は
指
定
工
場
を
取
得

し
、
現
在
ト
ー
タ
ル
カ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
骨
格
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。

６
号
店
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

同
社
は
、
平
成
５
年
に
現
会

長
の
若
槻
英
夫
氏
が
、
兄
の
経

が
整
っ
た
本
店
が
あ
り
、
立
地

に
併
せ
た
効
率
的
な
配
置
を
心

掛
け
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。

い
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
６
号
店
か
ら
車
で
５

分
程
離
れ
た
場
所
に
は
、
中
破

以
上
の
鈑
金
塗
装
を
行
う
設
備

検
、
リ
ー
ス
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
、
鈑
金
塗
装
、
保
険
な
ど
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
確
立

す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
信
頼

を
勝
ち
得
て
い
ま
す
。
お
客
様

の
中
に
は
、
ク
ル
マ
を
同
社
に

預
け
、
買
い
物
を
し
て
い
る
間

に
オ
イ
ル
交
換
な
ど
の
一
般
整

備
を
依
頼
す
る
人
も
少
な
く
な

若
男
女
問
わ
ず
地
域
住
民
が
集

ま
る
好
立
地
で
す
。

同
社
は
こ
の
地
の
利
を
活
か

し
、
新
車
・
中
古
車
販
売
、
車

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
、

常
磐
線
原
ノ
町
駅
か
ら
車
で
３

分
程
の
場
所
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に
ク
ル
マ
の

わ
か
つ
き
６
号
店
は
あ
り
ま

す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
家
電
量
販
店
、
ユ
ニ
ク
ロ

や
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

衣
料
品
店
、
大
型
薬
局
、
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
老

た
若
槻
社
長
は
、
「
よ
う
や
く

復
興
も
進
み
、
あ
ら
た
め
て
地

域
の
お
客
様
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
、
業
者
の
与
信
管
理
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
業
務

に
時
間
を
割
か
れ
、
現
場
は
大

変
戸
惑
っ
た
と
言
い
ま
す
。
震

災
を
経
験
し
、
復
興
に
苦
労
し

壊
滅
的
な
状
況
に
陥
り
ま
し

た
。
住
民
が
い
な
く
な
り
代
わ

り
に
除
染
業
者
が
大
量
に
流
入

し
て
き
ま
し
た
。
原
発
付
近
の

整
備
工
場
は
稼
働
し
て
い
な
い

の
で
、
必
然
的
に
業
者
の
車
輌

の
整
備
が
増
加
。
除
染
業
者
の

中
に
は
実
態
が
不
明
な
会
社
も

備
地
域
が
20
㎞
以
内
に
縮
小
さ

れ
、
避
難
生
活
か
ら
店
舗
に
戻

る
と
多
く
の
お
客
様
が
店
舗
の

再
開
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
時
に
感
じ
た
の
が
、
〝
車
は

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
〟
で
あ

る
こ
と
。
避
難
を
す
る
に
も
、

外
気
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
、
車
の
重
要
性
は
高
ま
っ
た

の
だ
と
言
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
商
圏

の
南
側
半
分
は
震
災
の
影
響
で

内
は
緊
急
避
難
準
備
地
域
に
さ

れ
て
い
た
の
で
、
店
を
閉
め
て

避
難
し
て
い
ま
し
た
」
と
若
槻

社
長
は
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。約

１
ヶ
月
後
、
緊
急
避
難
準

南
相
馬
市
で
事
業
を
行
う
同

社
を
語
る
の
に
避
け
て
通
れ
な

い
の
が
東
日
本
大
震
災
で
あ
り

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
。

「
こ
こ
か
ら
原
発
ま
で
は
約
22

㎞
の
距
離
で
す
。
当
初
30
㎞
以

ト
ー
タ
ル
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
地
域
を
守
る
！

chapter.1

地
域
住
民
が
集
う

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の

営
業

chapter.2

ト
ー
タ
ル
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
へ
の

歩
み

chapter.3

震
災
原
発


突
如
訪
れ
た
商
圏
の変

化

chapter.4

世
代
交
代
と
経
営
者
と
し
て
の

覚
悟

若槻英加津社長

６号店はショッピングセンター内に店舗を構
える ６号店は車販や一般整備、短時間車
検、軽鈑金など一般顧客向けのサービスが中心

クルマのわかつき本店では中破以上の
鈑金塗装などを行う

トータルカーライフサポー
トを掲げ、地域住民の生活
を守る

ボ
デ
ィ
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
計
測
器
や
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ム
修
正
機
な
ど
、

次
世
代
自
動
車
修
理
に
欠
か
せ
な
い
設
備
が
揃
う

待合室からピットを観察できる
大型の窓を設置

２０２０年(令和２年)９月３０日 （8）第44号
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